
R2年度 佐賀大学教育学部附属小学校 図画工作科の取組⑥ 

幼小接続の視点を意識した授業実践 

 平成 30年に行った実践の紹介です。7月に 1年生を対象にたくさんの木の枝を材料に

造形遊びを行いました。1 年生の夏ということで、幼小接続を意識した授業ができないか

なと考え、取り組みました。 

幼児教育と造形遊びは、考え方が似ているところが多くあります。環境（材料）を通し

て行われ、どちらも自発的な活動としての遊びが展開されます。造形的な視点で遊びが展

開されるよう、子どもが働かせている資質・能力を見取り、言葉かけ等を行っていきます。 

幼児教育で大切にされている要素を造形遊びの中に取り入れることで、子どもたちはのび

のびと活動し、遊びこむ中で資質・能力が培われるであろうと考えました。 

授業後に感じたことは、「子どもの姿から授業づくりを行う」という点。遊びや活動を見

付け、つくりだすのは子どもたちです。学校では授業時間や場所等限られるけれど、その

時間は子どもたちに委ね、おなかいっぱい遊びこませてあげる。そのために、子どもの様

子や材料からどんな活動が行われるかを予測し、材料の種類や量、場所、環境、目標等を

設定することが大事だなと感じました。 

以下、令和元年 11月に行われた造形教育全国大会での発表資料（抜粋）です。 

 

 



 



授業の指導案（評価規準と展開部分）。子どもの活動の予測・見取りが大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

（中野） 


